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『1 昭和63年6 月 q
 

町の人 口 

（昭和63年4 月30日） 

男 3,949(+3 ) 

4,390（十3 ) 

8,339 (+ 6 ) 

世帯数 2,779 (+ ii) 

女

計

 

町
執
行
部
新
体
勢
決
ま
る
（
・
 

助

役

 に

原

 田
 

収

入

役

に

長

尾

 

宰
 

守
 

氏ノ 
V
を
選
任
 

氏、 

五
月
十
日
方
城
町
臨
時
議
会
で
空
席
 

だ
っ
た
助
役
選
任
と
、
収
入
役
選
任
を
 

可
決
し
ま
し
た
。
 

新
助
役
は
田
川
農
協
理
事
の
原
田
宰
 

（
つ
か
さ
）
氏
（
五
〇
）
収
入
役
は
総
 

務
課
長
の
長
尾
守
氏
（
五
三
）
で
す
。
 

当
町
で
は
昭
和
六
十
年
七
月
か
ら
助
 

役
が
空
席
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
丁
 

度
財
政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
て
数
年
 

し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
諸
々
の
理
由
 

に
よ
り
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。
 

収
入
役
も
今
年
一
月
末
辞
職
し
、
空
 

席
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五
月
十
一
日
午
前
八
時
三
十
分
、
各
 

課
長
を
町
長
室
に
招
集
し
、
助
役
・
収
 

入
役
の
選
任
辞
令
交
付
を
行
い
、
岩
崎
 

町
長
は
「
助
役
、
収
入
役
も
決
ま
り
、
 

こ
れ
で
三
役
揃
っ
た
の
で
方
城
町
の
財
 

政
再
建
、
鉱
害
問
題
等
皆
ん
な
で
力
を
 

合
わ
せ
て
解
決
し
て
行
き
た
い
と
思
う
 

の
で
協
力
し
て
欲
し
い
」
 
と
あ
い
さ
つ
。
 

原
田
宰
、
新
助
役
は
「
畑
違
い
の
私
が
 

助
役
に
選
任
さ
れ
責
務
の
重
大
さ
に
身
 

の
ひ
き
し
ま
る
思
い
が
す
る
。
今
後
は
 

岩
崎
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
方
城
町
の
 

発
展
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
 
と
あ
い
 

さ
つ
。
 

長
尾
守
、
収
入
役
も
「
長
年
の
経
験
 

を
活
か
し
て
職
務
に
専
念
し
た
い
。
又
 

皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
り
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

こ
れ
で
三
役
も
そ
ろ
い
、
五
月
が
当
 

町
の
明
日
に
向
け
て
の
希
望
に
満
ち
た
 

出
発
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
指
導
を
受
け
る
 

暴
力
追
放
は
皆
ん
な
の
手
で
ク
「
小
さ
な
こ
と
で
も
 

町
立
保
簿
難
 
五

才

児

 

町
立
保
育
所
で
は
三
月
十
五
日
 

田
川
警
察
署
係
官
か
ら
交
通
安
全
 

に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
各
保
育
所
（
4
園
）
の
 

五
才
児
（
 80 

名
）
た
ち
は
四
月
の
 

小
学
校
入
学
を
目
前
に
ひ
か
え
、
 

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
た
め
 

田
川
警
察
署
へ
交
通
指
導
を
依
頼
 

し
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
交
通
課
の
婦
人
 

警
官
三
名
が
、
紙
芝
居
や
映
画
を
 

見
せ
な
が
ら
横
断
歩
道
の
渡
り
方
 

や
、
信
号
機
の
見
方
な
ど
を
指
導
 

し
ま
し
た
。
 

一
〇
番
」
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照
盟
切
か
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、，ノ 

日
を
グ
ラ
ン
ド
で
楽
し
む
 
ー
 

前
夜
の
激
し
い
風
雨
が
ピ
タ
リ
と
 

や
み
、
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
四
 

月
二
十
四
日
、
第
三
十
四
回
婦
人
会
 

運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

方
城
町
婦
人
会
（
岩
平
ト
シ
コ
会
 

長
千
二
百
六
十
人
）
で
は
、
会
員
の
 

親
ぼ
く
を
図
る
た
め
全
員
の
参
加
出
 

来
る
運
動
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
 

す。 

（
昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
た
 

め
中
止
）
 

当
日
は
早
朝
か
ら
各
常
会
の
男
性
 

が
テ
ン
ト
張
り
の
た
め
グ
ラ
ン
ド
に
 

集
合
、
次
々
と
テ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

会
場
で
は
約
千
人
の
会
員
が
競
技
 

を
続
け
ま
し
た
が
、
常
会
対
抗
で
は
 

ク
春
風
に
乗
っ
て
響
い
た
祭
り
ば
や
し
）
 

伊

方

・

弁

城

で

春

祭

り

 

春
風
が
肌
に
こ
こ
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
 

る
五
月
、
町
内
各
地
で
笛
や
太
鼓
の
音
 

が
、
空
高
く
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
 

一
番
乗
り
は
四
日
、
五
日
に
行
わ
れ
 

た
伊
方
の
御
神
幸
で
す
。
 

四
日
の
豪
雨
が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
 

に
晴
れ
わ
た
っ
た
五
日
、
赤
坂
神
社
、
 

白
髪
神
社
の
氏
子
た
ち
の
山
笠
が
町
内
 

を
く
ま
な
く
ね
り
歩
き
ま
し
た
。
 

祭
り
も
そ
ろ
ノ
、
・
終
り
に
近
づ
く
五
 

日
、
午
後
四
時
頃
に
は
白
髪
神
社
の
入
 

口
附
近
に
約
千
人
の
見
物
人
が
集
ま
り
 

ま
し
た
。
 

み
こ
し
の
奉
納
を
見
物
す
る
た
め
で
 

す
。
五
台
の
山
笠
（
東
古
門
、
古
門
団
 

地
、
中
古
門
、
西
古
門
、
野
添
の
各
子
 

ど
も
会
）
が
み
こ
し
が
階
段
を
上
る
の
 

を
妨
害
す
る
の
で
、
容
易
に
階
段
を
登
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

右
に
左
に
み
こ
し
が
ね
り
、
山
笠
が
動
 

な
く
紅
白
に
分
か
れ
て
実
施
し
て
い
る
 

た
め
、
皆
ん
な
競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
 

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

仮
装
行
列
で
は
三
支
部
が
キ
ョ
ン
、
ン
 

く、 

約
二
時
間
後
、
午
後
五
時
五
十
分
 

見
物
人
の
拍
手
に
見
送
ら
れ
白
髪
神
社
 

の
階
段
を
一
歩
一
歩
力
強
く
登
り
ま
し
 

ー
に
変
装
、
時
代
の
流
行
を
感
じ
さ
せ
 

る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
支
部
と
も
趣
 

向
を
凝
ら
し
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
 

り
、
こ
の
運
動
会
を
い
っ
そ
う
盛
り
あ
 

げ
ま
し
た
。
 

た。 弁
城
の
祇
園
祭
り
も
十
四
・
十
五
日
 

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

第
十
八
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

野
添
常
会
が
ニ
年
連
続
優
勝
（
・
 

4
月
 10 

日
、
第
 18 

回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

28 

常
会
参
加
の
中
で
、
4

パ
ー
ト
〔
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
（
A
、
B

）
九
州
日
立
 

マ
ク
セ
ル
グ
ラ
ン
ド
（
c

）
方
城
中
学
 

グ
ラ
ン
ド
（
D

）
〕
に
分
か
れ
て
試
合
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

優
勝
戦
は
c

パ
ー
ト
で
勝
ち
進
ん
で
 

き
た
野
添
常
会
と
、
B

パ
ー
ト
で
勝
ち
 

残
っ
た
後
谷
常
会
と
の
対
戦
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

優
勝
戦
ま
で
に
4
試
合
消
化
し
、
優
 

勝
戦
は
ナ
イ
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
」
犀
度
甲
種
防
火
管
理
者
 

資

格

講

習

会

受

講

案

内

 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

消
防
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
甲
種
防
 

火
管
理
者
資
格
講
習
会
を
次
の
と
お
り
 

実
施
し
ま
す
。
 

一
、
講
習
日
時
 
七
月
二
十
八
日
（
木
）
 

二
十
九
日
（
金
）
二
日
間
 

二
、
講
習
会
場
 
田
川
市
大
字
川
宮
一
 

五
七
〇
番
地
、
田
川
地
区
消
防
本
部
 

講
堂
 

三
、
定
員
 
八
十
名
（
会
場
の
都
合
上
 

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
）
 

四
、
受
講
申
し
込
み
受
付
期
間
 

昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
ー
八
日
 

五
、
受
講
申
し
込
み
時
に
必
要
な
書
類
 

m
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
講
習
会
受
 

講
申
込
書
 

②
写
真
二
枚
 
無
帽
、
正
面
上
半
身
 

縦
四
セ
ン
チ
、
横
三
セ
ン
チ
の
大
 

き
さ
の
枠
な
し
の
も
の
 

六
、
受
講
料
 
三
千
円
 

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
 

⑥
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
田
川
地
区
消
 

防
本
部
、
消
防
課
（
予
防
係
）
 

。
四
四
ー
〇
六
五
〇
（
内
線
三
〇
七
）
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

試
合
は
一
進
一
退
、
お
互
い
に
交
互
 

に
リ
ー
ド
を
く
り
返
し
、
応
援
者
を
ハ
 

ラ
く
・
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
試
合
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

9
回
裏
1
点
差
を
追
う
後
谷
常
会
が
 

ツ
ー
ア
ウ
ト
の
時
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
 

ラ
イ
ト
が
消
え
る
と
い
う
思
わ
ぬ
ハ
プ
 

ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
 16 

対
 

15 

の
1
点
差
で
野
添
常
会
が
優
勝
し
ま
 

し
た
。
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
 

和
六
十
一
年
十
二
月
よ
り
（
無
料
職
業
 

紹
介
事
業
）
を
開
始
し
て
お
り
、
直
接
 

求
人
受
付
及
び
求
人
紹
介
が
で
き
ま
す
 

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

当
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
〈
能
力
再
開
 

発
訓
練
実
施
計
画
書
〉
と
金
属
加
工
科
 

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
事
件
解
決
に
大
き
 

く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報
で
も
結
構
で
 

す
。
み
な
さ
ん
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
 

た
こ
と
に
つ
い
て
の
通
報
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

▼
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
と
き
は
、
す
 

ぐ
一
一
〇
番
を
 

数
分
で
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
、
み
な
 

さ
ん
の
身
を
守
り
ま
す
。
一
一
〇
番
 

が
早
い
ほ
ど
犯
人
の
検
挙
率
も
高
く
 

な
り
ま
す
。
 

▼
被
害
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
出
を
 

小
さ
な
犯
罪
で
も
、
届
出
を
し
な
い
 

と
犯
人
を
助
長
さ
せ
、
更
に
次
の
犯
 

罪
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

▼
『
聞
き
込
み
』
に
ご
協
力
を
 

警
察
で
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
 

方
に
は
、
絶
対
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
 

い
よ
う
十
分
配
意
し
て
い
ま
す
。
 

▼
暴
力
団
に
関
す
る
情
報
を
 

暴
力
団
に
関
し
て
 
「
見
た
こ
と
」
 

「 

聞
い
た
こ
と
」
 
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
 

こ
と
で
も
結
構
で
す
。
情
報
を
お
寄
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

田
川
警
察
署
 

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
暴
力
団
特
別
取
締
本
部
 

。
0
9
4
7
1
 42 

1
2
1
2
0
 

飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
 

・
建
設
工
事
科
の
修
了
予
定
者
の
求
職
 

情
報
一
覧
表
を
市
町
村
役
場
に
配
置
し
 

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
求
人
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
 

開
発
援
助
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 。

0
9
4
8

・

 

2
9

・

 

0
2
2
6
 

けし、大麻の見分け方 
（植えてわるいけし） 

（ノしぐウェル・ソムニフエルム種J 

厚 生 省 

つ＝口~中＝~~~＝”~い 

精
神
薄
弱
者
（
通
所
）
授
産
施
設
 

『
清
 
和
 
園
』
 

開
 
園
 

精
神
薄
弱
者
（
通
所
）
授
産
施
設
『
 

清
和
園
』
が
金
田
町
に
開
園
し
ま
し
た
 

が
、
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

国
所
在
地
 
金
田
町
大
字
金
田
2
7
5
 

番
地
の
 18
 

図
開
設
月
日
 

4
月
1

日
 

固
運
営
主
体
 
社
会
福
祉
法
人
・
全
和
 

会
 

か
 22 

1
2
1
9
0
 

囚
定
員
 

3
0
名
 

国
指
導
の
内
容
 

①
基
本
的
生
活
習
慣
（
食
事
、
掃
除
 

等） 

②
保
健
衛
生
（
健
康
管
理
）
 

③
経
済
指
導
（
工
賃
に
よ
り
経
済
観
 

念
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
 

買
物
、
貯
金
等
）
 

④
対
人
指
導
（
応
対
、
礼
儀
作
法
）
 

⑤
行
事
指
導
（
誕
生
会
、
社
会
見
学
 

運
動
会
）
 

⑥
社
会
参
加
（
奉
仕
活
動
）
 

「
け
し
」
・
「
大
麻
」
の
不
正
栽
培
を
防
止
し
よ
う
 

畔
 

'
 v 

ズ （大麻） 

固
入
園
資
格
 

①
満
 15
 

歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者
で
、
 

通
園
可
能
な
も
の
 

②
義
務
教
育
終
了
者
で
あ
っ
て
、
通
 

園
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
 

た
も
の
 

③
以
上
の
①
、
②
の
も
の
で
あ
っ
て
 

も
、
伝
染
病
、
そ
の
他
、
特
に
団
 

体
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
 

は
、
通
園
出
来
な
い
。
 

口
入
園
手
続
 
入
園
希
望
者
は
、
所
轄
 

の
福
祉
事
務
所
へ
申
し
出
て
、
県
精
 

神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
の
判
定
を
受
 

け
た
後
に
入
園
申
請
書
を
提
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
（
・
 

毎
週
金
曜
日
、
丸
山
会
館
で
午
後
八
 

時
ー
九
時
ま
で
、
健
康
体
操
、
や
さ
し
 

い
ダ
ン
ス
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
へ
お
 

い
で
く
だ
さ
い
。
 

敬
く
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昭
和
 63 

年
度
田
川
保
健
所
 

母
子
保
健
事
業
の
変
更
に
つ
い
て
 

■
所
内
乳
幼
児
健
診
 
毎
週
、
 

第
一
火
曜
日
→
育
児
相
談
 

（
保
健
指
導
の
み
）
 

第
二
火
曜
日
‘
4

ケ
月
児
 

第
三
火
曜
日
‘
7

ケ
月
児
 

第
四
火
曜
日
‘
 10 

ケ
月
児
以
上
 

盆x
付
時
間
〕
 
13 

時
ー
 14 

時
 30 

分
 

6
月
1
日
よ
り
実
施
予
定
 

■
所
内
妊
婦
健
診
 
毎
月
第
二
水
曜
日
 

盆
ス
付
時
間
〕
 
13 

時
ー
 14 

時
 30 

分
 

1
月
よ
り
実
施
 

■
母
親
学
級
 
毎
月
第
一
二
一
主
金
曜
日
 

〔
受
講
時
間
〕
 

第
一
金
曜
日
 

13 

時
、
 15 

時
 

第
二
金
曜
日
 

9
時
 30 

分
ー
 11 

時
 

30 

分
 

第
三
金
曜
日
 

13 

時
ー
 15 

時
 

6
月
1

日
よ
り
実
施
予
定
 

■
神
経
芽
細
胞
配
布
 

毎
月
、
第
二
火
曜
日
の
乳
幼
児
健
 

診
時
に
配
布
 

〔
受
付
時
間
〕
 
13 

時
ー
 14 

時
 30 

分
 

6
月
よ
り
管
内
全
市
町
村
で
毎
 

月
1
回
配
布
予
定
 

■
乳
幼
児
発
達
診
査
相
談
 

年
6
回
、
2

ケ
月
に
1
回
 

〔
診
査
相
談
時
間
〕
 
13 

時
ー
 17 

時
 

4
月
よ
り
実
施
 

国
有
林
の
『
緑
の
オ
ー
ナ
ー
』
募
集
（
・
 

直
方
営
林
署
で
は
、
国
有
林
の
分
収
 

育
林
制
度
の
「
緑
の
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

分
収
育
林
と
は
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
 

二
十
六
年
ー
三
十
四
年
）
を
一
口
五
十
 

万
円
の
負
担
で
申
込
者
と
国
と
が
共
有
 

者
と
な
り
伐
採
時
（
林
齢
五
十
年
）
に
 

木
材
販
売
収
益
を
分
配
す
る
制
度
で
す
。
 

夢
と
ロ
マ
ン
を
も
っ
た
本
制
度
は
資
 

産
づ
く
り
、
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
へ
 

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
に
最
適
で
す
。
 

又
、
全
国
各
地
に
あ
る
国
有
林
の
宿
泊
 

施
設
等
が
格
安
で
利
用
で
き
る
特
典
等
 

も
あ
り
ま
す
。
 

公
募
箇
所
は
、
直
方
市
大
字
頓
野
字
 

頓
野
山
国
有
林
及
び
、
遠
賀
郡
遠
賀
町
 

大
字
上
別
府
字
別
府
山
国
有
林
で
す
。
 

⑨
募
集
締
切
 
七
月
十
五
日
 

⑥
現
地
案
内
 
二
箇
所
と
も
 

六
月
二
十
六
日
（
日
）
 

七
月
三
日
（
日
）
十
時
 

⑨
集
合
場
所
 

頓
野
山
国
有
林
…
直
方
市
大
字
頓
野
 

内
ケ
磯
バ
ス
停
 

別
府
山
国
有
林
…
遠
賀
郡
遠
賀
町
上
 

別
府
、
県
立
遠
賀
高
等
学
校
入
口
 

※
お
間
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
先
 

直
方
市
大
字
頓
野
三
九
五
ニ
ー
一
一
 

直
方
営
林
所
へ
 

。
0
9
4
9
2
⑥
4
0
4
1
 

ー

不

動

産

無

料

相

談

を

 

ご

利

用

下

さ

い

 

県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
に
つ
い
 

て
、
専
門
家
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士
に
 

よ
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ソ
‘
、
ノ
、
ノ
、
ノ
！
＞
、
、
ノ
I
、
ノ
‘
、
ノ
ノ
‘
、
 

、ノI
、
ノ
、
ノ
‘
 

▽
相
談
内
容
 
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
 

担
保
、
相
続
、
交
換
そ
の
他
 

▽
相
談
日
 
毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日
 

、ノI
、
ノ
、
ノ
＞
、
ノ
、
ノ
、
ノ
 

昭
和
六
十
三
年
福
岡
県
巡
回
 

交

通

事

故

相

談

に

つ

い

て

 

昭
和
六
十
三
年
度
福
岡
県
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
 

で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

6
月
 20 

日
 

8
月
 15 

日
 

2 12 10 
月 月 月 
20 19 17 
日 日 日 

（
月
）
7
月
 18 

日
 

（
月
）
9
月
 19 

日
 

（月） 

11 

月
 21 

日
 

（
月
）
1
月
 17 

日
 

（
月
）
3
月
 20 

日
 

（月） 
（月） 

（月） 
（火） 

（月） 

▽
時
間
 
午
後
1
時
1
4
時
 

▽
場
所
 
県
庁
1
階
県
民
相
談
室
 

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
ー
七
）
 

▽
申
込
方
法
 
前
も
っ
て
電
話
に
て
予
 

約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
込
先
 
県
民
相
談
室
ま
で
 

ノ
く
ノ
‘
、
ノ
、
、
一
、
ノ
‘
、
ノ
 

⑥
相
談
場
所
 
田
川
市
中
央
町
一
ー
一
 

田
川
市
市
民
相
談
係
 

。
0
9
4
7
 

@
2
0
0
0
番
、
内
線
3
9
4
番
 

⑥
相
談
時
間
 
午
前
 10 

時
、
午
後
4
時
 

（
受
付
午
後
3
時
ま
で
）
 

▼
常
設
相
談
場
所
 

◇
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
 

四
月
か
ら
預
貯
金
の
利
子
等
に
対
し
て
 

『
県
民
税
利
子
割
』
 

4
月
1

日
以
降
に
支
払
い
が
行
わ
れ
 

る
銀
行
預
金
や
、
郵
便
貯
金
の
利
子
等
 

に
対
し
て
、
 
20 

パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
で
 

分
離
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

が
、
こ
の
う
ち
5

パ
ー
セ
ン
ト
は
県
民
 

税
利
子
割
と
し
て
銀
行
等
か
ら
、
県
に
 

申
告
納
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

こ
の
県
民
税
利
子
割
は
、
労
働
基
準
 

法
第
 18 

条
や
、
船
員
法
第
 34 

条
に
定
め
 

ら
れ
た
勤
務
先
預
金
の
利
子
に
も
課
税
 

さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
の
あ
る
企
業
は
 

が
 課
税
さ
れ
ま
す
 

最
寄
り
の
財
務
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ
 

さ
い
。
 

ま
た
、
県
民
税
利
子
割
に
つ
い
て
は
 

65 

才
以
上
の
お
年
寄
り
の
方
や
身
体
に
 

障
害
の
あ
る
方
、
母
子
家
庭
の
方
等
に
 

対
し
て
は
、
 

一
定
の
手
続
き
を
と
れ
ば
 

課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
 

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
銀
 

行
、
郵
便
局
や
最
寄
り
の
 

税
務
署
、
財
務
事
務
所
に
 

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
県
民
税
利
子
割
 

。
0
9
2
1
6
5
1
1
1
2
3
4
 

'
,
／
、
、
 

（
〒
8
1
2

）
福
岡
県
庁
9
階
北
側
 

相
談
電
話
 
0
9
2
1
6
2
2
ー
 

0
4
0
3

（
直
通
）
 

◇
相
談
日
時
 

毎
週
月
ー
金
曜
日
 
9
時
ー
 17 

時
 

（
受
付
 16 

時
ま
で
）
 

土
曜
日
 

9
時
ー
 12 

時
（
受
付
 11
 

時
ま
で
）
祝
・
祭
日
は
除
き
ま
す
 

◇
弁
護
士
相
談
（
木
）
 
13
 

時
ー
 16 

時
 

一 

労
働
基
準
法
の
 

一 

法
定
労
働
時
間
を
週
 46 

時
間
、
1
日
一
 

一
8

時
間
と
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
一
 

一
る
労
働
基
準
法
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
一
 

ま
し
た
。
 

一 

改
正
に
つ
い
て
 

一 

し
た
く
 

】 

昭
和
 63 

年
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
一
 

ま
す
。
詳
し
く
は
労
働
基
準
監
督
署
に
一
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

の
収
入
金
は
市
町
村
に
対
し
、
利
子
割
 

交
付
金
と
し
て
一
部
還
元
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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